
1 総合計画上の位置づけ

2 施策評価指標

５ 施策を構成する事務事業の今後の方向性

重点化

○

事務事業の今後の方向性

　令和２年度より採用していた若者チャレンジ支援コーディ
ネーター（任期付雇用職員）の任期満了に伴い、活動支援にあ
たる伴走者（コーディネーター）の確保について検討していき
ます。
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４ 施策の課題と今後の方針
（施策評価指標等の分析のほか、今後重点化していく事務事業について、現状・課題・背景などを踏まえて記載。）

DOWN

R4決算額
（千円）

事務事業名①：若者活躍推進事業
（右欄は、施策を構成する事務事業のうち、今後特に重点化するものに○、縮小するものに△、廃止するものに▲を付す。）

方向性

事業費 成果
重点化(縮小)する細事業
（主なもの２事業まで）

関市若者まちづくり団
体・まちづくりプレー
ヤー登録制度

↗ ↗

　高校生まちづくり事業実行件数は増加しています。さらに高校生の事業が広がるように活動支援の手続きを簡素化します。
　将来の地域づくりの担い手育成として、引き続き若者への働きかけを重点に取り組みます。
　高校生や大学生、20代の若者が、関市の魅力に気づき、自らが地域づくりの担い手となっていこうとする意識づけが重要であ
ると考えるため、今後も若者の地域活動への参加機会を提供していきます。

重要度／単位（％）

90.3

重要度・R4満足度（他の施策と比較した位置）３ 施策の重要度と満足度（市民アンケート調査結果）

満足度（満足している市民の割合）／単位（％）

98.8

令和３年度

➘
令和４年度令和３年度

92.4

施 策 評 価 シ ー ト
担当課： 市民協働課

成果指標名 単位 基準 令和４年度目標 令和９年度目標

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

施策名 若者活躍

政策名 「まち」を共に創る

施策がめざす
将来の姿

・若者が集い、若者のアイデアによるまちづくりが進んでいます。

高校生まちづくり
事業実行件数

件 2 6 12

重要度高

重要度低

満足度低 満足度高
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